
中核施設となることを目的に整備され、平成19年４月に開所されました。
　今後は、消費者ニーズを満たすとともにより高付加価値品質を持つ品種開発のため

「地域ブランドを創出できる新品種の育成」を目指し
ます。また、し烈化する産地間競争に勝ち残り得る
高品質な果実を低コストで生産していく体制構築の
ため、「南予地域の暖地急傾斜園に適する新しい栽培
技術の確立」に取り組み、省力・低コストで高い生産
力を実現する技術の開発を図ります。

http://www.ecpr.or.jp　 E-mail：info@ecpr.or.jp
本誌は、㈶愛媛県市町振興協会の委託を受けて発行しています。

　

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
『
舞
た
う
ん
』

編
集
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
７
９
０

−

０
０
０
３

　

松
山
市
三
番
町
四
丁
目
十
番
地
一

　
　
　
　

愛
媛
県
三
番
町
ビ
ル
二
階

㈶
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９
（
９
３
２
）７
７
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
（
９
３
２
）７
７
６
０

発
行
／
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　

㈶
え
ひ
め
地
域
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
セ
ン
タ
ー

印
刷
／
岡
田
印
刷
株
式
会
社

【
編
集
後
記
】

　
『
人
は
皆
、
繋
が
り
の
輪
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
輪
と
輪
が
ま
た
大
き
な
輪
に
な
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
輪
が
重
な
り
合
い
、
巨
大
な
輪
に

な
り
、
大
き
な
絆
を
形
成
し
、
こ
の
世
界
は
成
り

立
ち
ま
す
。（
中
略
）
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の

大
き
な
経
験
を
こ
の
「
南
予
」
で
頂
き
ま
し
た
。』

　

こ
れ
は
、
鬼
北
町
分
科
会
に
参
加
し
た
宮
崎

県
の
参
加
者
か
ら
頂
戴
し
た
愛
媛
大
会
の
報
告

書
の
一
部
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。「
鬼
北

よ
い
と
こ
〈
研
修
夢
日
記
〉」
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
報
告
書
は
、
Ａ
４
用
紙
で
合
計
20
ペ
ー
ジ
、

愛
媛
に
ち
な
ん
で
「
俳
句
」
を
交
え
た
紀
行
文
形

式
に
綴
っ
て
あ
る
労
作
だ
。

　

さ
て
、
愛
媛
大
会
の
大
会
テ
ー
マ
は
、「
き
な

は
い
や
伊
予
の
国
〜
広
げ
よ
う
地
域
づ
く
り
の

輪
〜
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
を
参
加
者

が
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
会

テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
参
加

者
に
対
し
て
き
ち
ん
と
伝
わ
り
、
大
会
が
有
意

義
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
だ
ろ

う
か
？

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
愛
媛
大
会
を
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
関
係
各
位
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
御
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
谷
本
）

　みかん研究所は、果樹試験場南予分場
を再編整備することにより、本県の温州
みかんをはじめとした、かんきつ類に関
する栽培・育種研究機能を集約し、市場
で有力な新品種や栽培技術の開発など、
本県のかんきつ農業全体に「元気を興す」

みかん研究所（宇和島市吉田町）

本県育成の新品種「紅まどんな」

国内初の産地化に取り組んでいる
「ブラッドオレンジ」

媛のくにフラッシュ媛のくにフラッシュ
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玉津小学校

法花津郵便局
玉津保育所

法花津湾

玉津港

N
↑至 松山

至 宇和島↓ JR立間駅

56

378

みかん研究所

■自家用車
松山市から約1時間 30分
宇和島市から約30分
■バス利用
JR 予讃線立間駅から
俵津・田之浜方面行きバスで約5分、
玉津保育所前で下車し徒歩5分

かんきつ王国愛媛の
新たなブランド開発を担う中核施設


